
第１ 講習会の運営について

１ 講習会の科目、内容及び時間について

家畜人工授精に関する講習会、家畜人工授精及び家畜体内受精卵移植に関す

る講習会並びに家畜人工授精並びに家畜体内受精卵移植及び家畜体外受精卵移

植に関する講習会（以下「講習会」と総称する。）において課すべき科目及び

その時間については、家畜改良増殖法施行規則（昭和２５年農林省令第９６号。

以下「規則」という。）第２３条に規定されているが、その内容等の細目は、

家畜人工授精に関する講習会にあっては別表第１のとおりとし、家畜人工授精

及び家畜体内受精卵移植に関する講習会にあっては別表第２のとおりとし、家

畜人工授精並びに家畜体内受精卵移植及び家畜体外受精卵移植に関する講習会

にあっては別表第３のとおりとする。

なお、規則第２３条第１項、第２項及び第３項は、講習会において課すべき

必要最小限度の科目及びその時間数を規定したものであり、これらの科目の内

容については、技術の変化等に応じて当然改善されるべきものであると考えら

れることから、講習会の開催に当たっては、このような趣旨を踏まえ、所要の

科目の追加及び内容の改善、時間の延長等必要な措置を講ずるものとする。

２ 講習会の開催期間

講習会の開催に当たっては、受講者の便宜を考慮してその開催期間が家畜人

工 授精に関する講習会にあっては、おおむね１ヶ月を、家畜人工授精及び家

畜体内受精卵移植に関する講習会並びに家畜人工授精並びに家畜体内受精卵移

植及び家畜体外受精卵移植に関する講習会にあっては、おおむね２ヶ月以内と

する。

３ その他

法第１６条第２項の「家畜の種類別」については、めん羊及び山羊は同一種

類として実施する。

第２ 修業試験の運営について

１ 修業試験の受験に必要な受講時間

規則第２４条の２第８項、第９項及び第１０項の規定による受講時間の短縮

は、受講者がその科目について十分な知識及び技能を有すると認められる場合

について行う。

２ 修業試験の合格基準及び合格基準の公表

修業試験の合格基準は、１００点満点で全科目（実習を含む。）平均６０点



以上（５０点未満の科目が２以上ある場合、又は４０点以下の科目がある場合

を除く。）とする。

なお、修業試験の合格基準は、受験要領に記載すること等により公表する。

３ 修業試験の問題の公表

修業試験の試験問題については、試験終了後、速やかに公表するものとする。

４ その他

（１）規則第２４条の２第６項の「免除を受けようとする科目を修めたことを証

する書面」及び規則第２５条第１項の「修業試験合格者名簿」の様式は、そ

れぞれ別記様式第１号及び第２号による。

（２）規則第２４条の２第７項の「講習会の修業試験に合格していることを証す

る書面」については、規則第２５条第１項の修業試験に合格した旨の証明書

若しくはその写し又は家畜人工授精師免許証の写しとする。

第３ 講習会の開催者の指定等について

１ 講習会の開催者の指定の基準

（１）講習会に係る規則第２２条第１項第１号イの「獣医学又は畜産学に関する

学部又は学科」とは、①家畜人工授精に関する講習会にあってはおおむね規

則第２３条第１項各号に掲げる科目を、②家畜人工授精及び家畜体内受精卵

移植に関する講習会にあってはおおむね同条第２項各号に掲げる科目を、③

家畜人工授精並びに家畜体内受精卵移植及び家畜体外受精卵移植に関する講

習会にあってはおおむね同条第３項各号に掲げる科目を教授している学部又

は学科をいうものとする。

（２）講習会に係る規則第２２条第１項第１号ロの「畜産学に関する専門課程」

とは、①家畜人工授精に関する講習会にあってはおおむね規則第２３条第１

項各号に掲げる科目を、②家畜人工授精及び家畜体内受精卵移植に関する講

習会にあってはおおむね同条第２項各号に掲げる科目を、③家畜人工授精並

びに家畜体内受精卵移植及び家畜体外受精卵移植に関する講習会にあっては

おおむね同条第３項各号に掲げる科目を教授している専門課程をいうものと

する。

（３）講習会に係る規則第２２条第１項第２号、第２項第２号及び第３項第２号

の「必要な知識及び技能を有する適当な数の講師」とは、学校教育法（昭和

２２年法律第２６号）に基づく大学において修める獣医学又は畜産学を教授

するのに必要な程度の知識及び技能を有し、かつ、①家畜人工授精に関する

講習会にあっては家畜人工授精の業務に、②家畜人工授精及び家畜体内受精



卵移植に関する講習会にあっては家畜人工授精及び家畜体内受精卵移植の業

務に、③家畜人工授精並びに家畜体内受精卵移植及び家畜体外受精卵移植に

関する講習会にあっては家畜人工授精並びに家畜体内受精卵移植及び家畜体

外受精卵移植の業務に１年以上従事している２名以上の講師をいうものとす

る。

（４）講習会に係る規則第２２条第１項第３号の「必要な施設、機械器具及び家

畜」とは、規則第２３条第１項に掲げる科目を教授するのに十分な広さの施

設、家畜人工授精用精液の採取、検査、処理、保存及び雌畜への注入を教授

するのに必要な機械器具並びに受講者３名につき１頭以上の家畜をいうもの

とする。

（５）講習会に係る規則第２２条第２項第３号の「必要な施設、機械器具及び家

畜」とは、規則第２３条第１項に掲げる科目を教授するのに十分な広さの施

設、①家畜人工授精用精液の採取、検査、処理、保存及び雌畜への注入、②

家畜体内受精卵の採取、検査、処理、保存及び雌畜への移植を教授するのに

必要な機械器具並びに受講者３名につき１頭以上の家畜をいうものとする。

（６）講習会に係る規則第２２条第３項第３号の「必要な施設、機械器具及び家

畜」とは、規則第２３条第３項に掲げる科目を教授するのに十分な広さの施

設、①家畜人工授精用精液の採取、検査、処理、保存及び雌畜への注入、②

家畜体内受精卵の採取、検査、処理、保存及び雌畜への移植、③家畜卵巣の

採取、家畜未受精卵の採取及び処理、家畜体外受精、家畜体外受精卵の検査、

処理及び保存を教授するのに必要な機械器具並びに受講者３名につき１頭以

上の家畜をいうものとする。

２ 講習会の開催者の指定及びその取消しの申請書

規則第２１条の指定の申請書及び規則第２２条の３第１項の指定の取消しの

申請書は、それぞれ別記様式第３号及び第４号によるものとする。

３ 申請書等の提出手続

規則第２１条の申請書、規則第２２条の３の指定の取消し申請書を農林水産

省生産局長あて提出するものとする。

４ その他

家畜人工授精及び家畜体内受精卵移植に関する講習会について家畜体内受精

卵移植に関する講習会を、家畜人工授精並びに家畜体内受精卵移植及び家畜体

外受精卵移植に関する講習会について家畜体内受精卵移植及び家畜体外受精卵

移植に関する講習会又は家畜体外受精卵移植に関する講習会を、それぞれ部分



的に開催する場合は、それぞれ本規定中の該当する部分を準用するものとする。

また、様式中の家畜の種類及び講習会の別の欄は、実際に開催した講習会の

名称を記載するものとする。


